
総説（Review Article）

ニホンキバチ、ヒゲジロキバチと共生菌によるスギ・ヒノキ材変色被害
に関する研究

－共生菌の種と共生菌のスギやヒノキに与える影響について－

Study on wood discoloration of Cryptomeria japonica and
Chamaecyparis obtusa by Urocerus japonicus , U. antennatus , and their

fungal symbiont:
Species of Amylostereum , and the influence of Amylostereum

on Cr. japonica and Ch. obtusa trees

Abstract

Two horntails, Urocerus japonicus and U. antennatus, cause wood discoloration of Cryptomeria japonica (Japanese

name: sugi) and Chamaecyparis obtusa (Japanese name: hinoki) through the transmission of the fungal symbiont

(Amylostereum) at the time of oviposition. The discoloration of sugi and hinoki caused by the horntails and the symbiont

occurs widely from the Tohoku to Kyushu districts of Japan. This paper describes the species of Amylostereum

associated with the horntails, and the influence of the fungus on sugi and hinoki trees. Cultures from the mycangia of U.

japonicus and U. antennatus showed the same cultural characteristics and mycelial morphology as those of

Amylostereum laevigatum. Two mycangial isolates from the horntails produced basidiocarps on the stem segments of

sugi by artificial inoculation and were identified as A. laevigatum. Isolates from the horntails and basidiocarps had

almost same ITS and peroxidase sequences. These data indicate that the fungal symbiont of U. japonicus and U.

antennatus is A. laevigatum. The symbiont of the horntails has little ability to decay wood. The discoloration does not

have an effect on the strength properties of wood. No water conductivity was observed in the wood discolored by the

invasion of A. laevigatum. In order to evaluate the influence of stem-diameter growth on sugi trees inoculated with the

fungal symbiont, artificial inoculation with A. laevigatum (A) and sterilized toothpicks (B) was conducted on living sugi

trees 13 and 27 years old. No significant differences were found in stem-diameter growth rate, stem-diameter growth

pattern, and tracheid density among the trees of A, B, and without the inoculation. The result suggested that sugi trees

inoculated with the fungus had little influence on stem-diameter growth.
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I．はじめに

スギやヒノキは、他の樹種に比べて木材の市場価格が

高く、広範に植栽されている。林業経営者にとってこれ

らの樹種は、収入源の大きな柱になっている。スギやヒ

ノキにおいて、変色や腐朽が起こると、材価が著しく低

下する。それらの変色や腐朽は、動物や昆虫の食害、菌

類などによって引き起こされる。それらの中でキバチに

よる被害は、外観からほとんど判断できず、主伐や間伐

の際などにはじめて発見される。被害木の伐採面に星形

の変色が材部に見られるのが本被害の特徴である（Fig. 1,

2）。この材変色は、以前から奈良県吉野地方ではアカバ

チ、クロバチ、ホシなどと呼ばれ、特に磨丸太、化粧材、

無節柱材で木材の市場価格を著しく低下させるため、林

業上大きな問題として重視されている（柴田, 1984; 稲田・

井上, 2000）。

星形材変色は、スギカミキリ、スギノアカネトラカミ

キリ、ヒノキカワモグリガなどの加害した形跡もないの

に、このような変色が見られ、原因不明とされていた。

しかし、西口ら（1981）は被害実態調査の結果、星形材

変色がニホンキバチの加害によることを明らかにした。

その後、被害実態調査や分離菌の接種によって、この星

形材変色は、ヒゲジロキバチの加害でも起こることが明

らかになった（佐野, 1992; 佐野ら, 1995）。最近になって

ニホンキバチ、ヒゲジロキバチによるスギやヒノキの材

変色被害の実態調査が四国地方や東北地方などで行われ

（今, 1998; 宮田ら, 2001）、その結果、ニホンキバチやヒ

ゲジロキバチによるスギやヒノキの材変色被害は、九州

地方から東北地方まで広く見られることが明らかになっ

た。
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要 旨

本研究は、スギやヒノキに材変色被害を起こすニホンキバチとヒゲジロキバチの共生菌の種、共生菌のス

ギやヒノキに与える影響について、これまでの研究結果をまとめたものである。まず、共生菌の子実体探索、

分離菌株の培養的特性や菌糸の形態的特徴、分離菌株の子実体形成、分離菌株における核内rDNAの ITS領域

の塩基配列やマンガンパーオキシダーゼ遺伝子の配列を調べた。その結果、スギやヒノキに材変色被害を起

こすニホンキバチとヒゲジロキバチの共生菌は、これまでにキバチ類との関係が報告されていない

Amylostereum laevigatum であった。次に、共生菌の木材腐朽力、変色材の強度や水分通導性、共生菌の接種

による生立木の直径成長の影響を調べた。その結果、共生菌は木材腐朽力がなく、共生菌による変色は強度

にほとんど影響がないと考えられた。また、変色した木部は水分通導性を失っていたが、樹幹２断面の全周

に対してニホンキバチの共生菌を接種したスギ生立木では、直径成長への影響はほとんどないと判断された。

キーワード：Amylostereum laevigatum、共生菌、材変色、スギ、ニホンキバチ、ヒゲジロキバチ、ヒノキ

Fig. 1. キバチによるスギ生立木の星形の変色。
スケール：2cm。
Wood discoloration in the cross section of the stem of
Cryptomeria japonica (sugi) caused by Urocerus japonicus
and Amylostereum laevigatum. Scale bar = 2cm.

Fig. 2. キバチによるヒノキ生立木の星形の変色。
スケール：2cm。
Wood discoloration in the cross section of the stem of
Chamaecyparis obtusa caused by U. japonicus and A.
laevigatum. Scale bar = 2cm.



現在、九州地方から東北地方までの広い地域でスギや

ヒノキに材変色被害を起こすニホンキバチとヒゲジロキ

バチの共生菌の種の特定、共生菌のスギやヒノキに与え

る影響を明らかにすることは緊急かつ重要な課題である。

そこで本稿では、共生菌の種と共生菌のスギやヒノキに

与える影響に関するこれまでの研究の成果を、最近の知

見を踏まえて紹介する。

II．キバチ類と共生する菌類

キバチ類は、膜翅目（H y m e n o p t e r a）、キバチ科

（Siricidae）に属するハチの小さな分類群で、多くの種が

北半球の温帯林に生息する（Gauld and Bolton, 1988）。キ

バチ類は、針葉樹を加害するキバチ亜科と広葉樹を加害

するヒラアシキバチ亜科に分類される（竹内, 1962）。日

本ではキバチ亜科の４属10種が記録されているが（竹内,

1962; 坂本, 1997; Togashi, 2001）、針葉樹林で普通に

見られるのは、キバチ属（Urocerus）のニホンキバチ（U.

japonicus Smith, Fig. 3）とヒゲジロキバチ（U. antennatus

Marlatt, Fig. 4）、オナガキバチ属（Xeris）のオナガキバ

チ（X. spectrum Linne）、ルリキバチ属（Sirex）のニトベ

キバチ（S. nitobei Matsumura）の３属４種である（金光,

1978; 福田, 1997）。

Amylostereum 属菌は、担子菌類（Basidiomycetes）、ウ

ロコタケ科（Stereaceae）に属し（Donk, 1964）、世界的に5

種、A. areolatum (Fr. : Fr.) Boidin、A. chailletii (Pers. : Fr.)

Boidin、A. ferreum (Berk. & Curt.) Boidin & Lanquetin、A.

laevigatum (Fr.) Boidin、A. sacratum (G. Cunn.) Burds. が報告

されている（Boidin and Lanquetin, 1984; Cunningham,

1963）。A. areolatum、A. chail letii、A. ferreum、A.

laevigatumは、針葉樹上に発生し、A. sacratumは、広葉樹

上に発生する。A. areolatum、A. chailletii、A. laevigatumは、

北半球でマツ科樹木やその他の針葉樹の腐朽と関連があ

り（Eriksson and Ryvarden, 1973; Breitenbach and Kränzlin,

1986; Eriksson et al., 1978; Chamuris, 1988; Ginns and

Lefebvre, 1993）、A. ferreum は、中南米でマキ属樹木の腐

朽と関連がある（Boidin and Lanquetin, 1984）。また、A.

sacratumは、ニュージーランドでウコギ科樹木やその他

の広葉樹の腐朽と関連がある（Cunningham, 1963）。上記

５種の中でA. areolatum とA. chailletii は、キバチ亜科の昆

虫と共生することが確認されている（Gaut, 1969; Gaut,

1970; 寺下, 1970; 佐野ら, 1995）。

１．ニホンキバチとヒゲジロキバチの共生菌の種

佐野ら（1995）は、三重県で採集されたニホンキバチ

とヒゲジロキバチの腹部のmycangia（菌嚢、以下マイカ

ンギア）からAmylostereum 属菌を分離・培養し、その培

養的特性によりそれらの菌類をA. chailletiiであると同定し

た。一方、Tabata and Abe（1997, 1999）は、ニホンキバチ

とヒゲジロキバチが発生しているスギ・ヒノキ伐り捨て

間伐林における菌類調査によって、A. laevigatumがスギ・ヒ

Bulletin of FFPRI, Vol.2, No.4, 2003

Study on wood discoloration of Cryptomeria japonica and Chamaecyparis obtusa by Urocerus japonicus, U. antennatus,
and their fungal symbiont

229

Fig. 3. ニホンキバチの雄成虫（A）と雌成虫（B）。
スケール：1cm。
Adult male (A) and female (B)  of U. japonicus .
Scale bar = 1cm.

Fig. 4. ヒゲジロキバチの雌成虫。スケール：1cm。
Adult female of U. antennatus.  Scale bar = 1cm.

A

B
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ノキ伐り捨て間伐材の樹皮上に発生していることを発見

した（Fig. 5, 6）。次に、彼らは、A. laevigatum の子実体に

由来した菌株（以下、子実体由来菌株）と、ニホンキバ

チとヒゲジロキバチのマイカンギアに由来した菌株（以

下、マイカンギア由来菌株）を用いてこれらの菌糸の形

態的特徴および培養的特性の比較検討を行い、子実体由

来菌株とマイカンギア由来菌株の菌糸の形態的特徴およ

び培養的特性はよく一致していることを明らかにした

（Fig. 7, 8）。また、彼らは、新鮮なスギの滅菌丸太を用い

てマイカンギア由来菌株の子実体形成試験を行い、人工

的に形成された子実体の形態を調べた結果、人工的に形

成された子実体が、A. laevigatumであることを明らかにし

た（Fig. 9, 10）。最近、田端（2002）は、三重県で採集さ

れたニホンキバチのマイカンギアから共生菌を分離し、

その菌糸の形態的特徴および培養的特性によりその菌類

をA. laevigatum であるとした。三重県で採集されたヒゲ

ジロキバチの共生菌の種を調べる必要はあるが、これま

での研究結果から、A. laevigatumがニホンキバチやヒゲジ

ロキバチと共生する菌類であると考えられる。本菌は、

カナダ、フランス、ノルウェー、スウェーデン、スイス、

米国に分布している（Eriksson and Ryvarden, 1973;

Breitenbach and Kränzlin, 1986; Boidin and Lanquetin, 1984;

Chamuris, 1988; Ginns and Lefebvre, 1993）。また、本菌は、

モミ属・ネズミサシ属・イチイ属・ネズコ属樹木で発生

することが知られている（Eriksson and Ryvarden, 1973;

Breitenbach and Kränzlin, 1986; Boidin and Lanquetin, 1984;

Chamuris, 1988; Ginns and Lefebvre, 1993）が、キバチ亜科

昆虫と共生する菌類として報告されていない。したがっ

て、Tabata and Abe（1997）の報告が世界で最初のキバチ

亜科昆虫の共生菌A. laevigatum に関する報告であり、キ

バチ亜科昆虫と関係する菌類は、A. areolatum、A. chailletii、

A. laevigatum の３種が存在することが明らかになってい

る。

Fig. 5. ニホンキバチが発生しているスギ伐り捨て間伐林で採
集された Amylostereum laevigatumの子実体。
スケール：1cm。
Basidiocarp of Amylostereum laevigatum on sugi bark
collected in the field.  Scale bar=1cm.

Fig. 6. ヒゲジロキバチが発生しているスギ伐り捨て間伐林で
採集されたA. laevigatumの子実体。スケール：1cm。
Basidiocarp of A. laevigatum on sugi bark collected in the
field.  Scale bar=1cm.

Fig. 7. ニホンキバチのマイカンギア由来菌株（A）とA.
laevigatum の子実体由来菌株（B）の培養菌株。培養
菌株はPDA培地上で25℃、1週間培養。
Culture (A) derived from the mycangia of U. japonicus and
culture (B) from A. laevigatum basidiocarp collected on a
sugi log. Both cultures were grown on PDA at 25℃ in
darkness for 1 week.

Fig. 8. ヒゲジロキバチのマイカンギア由来菌株（A）とA.
laevigatum の子実体由来菌株（B）の培養菌株。培養
菌株はPDA培地上で25℃、1週間培養。
Culture (A) derived from the mycangia of U. antennatus
and culture (B) from A. laevigatum basidiocarp collected on
a sugi log.  Both cultures were grown on PDA at 25℃ in
darkness for 1 week.
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２．共生菌の分子系統解析

Tabataら（2000）は、マイカンギア由来菌株と子実体

由来菌株が、ほとんど同一の ITS領域の塩基配列とマンガ

ンパーオキシダーゼ遺伝子の配列を持っていたことから、

ニホンキバチ、ヒゲジロキバチと共生する菌類は、A.

laevigatumであるとした。

また、Tabataら（2000）は、キバチ亜科のマイカンギ

アに由来したAmylostereum 属菌の菌株と子実体や腐朽材

に由来したAmylostereum 属菌の菌株の核内 rDNAの ITS領

域の塩基配列とマンガンパーオキシダーゼ遺伝子の配列

により分子系統解析を行った（Fig. 11, 12）。その結果、

Amylostereum属菌４種は、単系統群を形成していた。また、

A. ferreum、A. chailletii、A. laevigatumは、A. areolatum と

分かれたグループを形成すると思われた。同様にSlippers

ら（1998）は、ミトコンドリアスモールサブユニット

rDNAの塩基配列や核 rDNAの IGS（IGS-1）領域における

塩基配列によって、A. laevigatum とA. ferreumが、A.

areolatum よりもA. chailletii とより近い類縁関係にあるこ

とを見つけ、Vasiliauskasら（1999）も核 rDNAの ITS領域

において、A. laevigatumの塩基配列とA. chailletiiの塩基配

列がほとんど同じであることを発見した。

Gaut（1970）は、一核菌糸の菌糸融合によりアメリカ

ヒノキキバチ（S. areolatus Cr.）と共生する菌類をA.

chailletii であるとした。アメリカヒノキキバチ由来の未同

定菌株（CCFC010375, カナダ農務省菌株保存機関保管）

は、Stillwell によって分離され、A. chailletiiと同定された。

しかし、この菌株の ITS領域の塩基配列とマンガンパーオ

キシダーゼ遺伝子の配列は、A. laevigatum の ITS領域の塩

基配列とマンガンパーオキシダーゼ遺伝子の配列に類似し、

Fig. 9. スギ滅菌丸太にニホンキバチのマイカンギア由来菌株
を接種して６ヶ月後に形成されたA. laevigatumの子実
体（矢印）。スケール：1cm。
Basidiocarp (arrows) of A. laevigatum produced on the
stem segment of sugi artificially inoculated with the
mycangial isolate from U. japonicus.  Scale bar = 1cm.

Fig. 10. スギ滅菌丸太にヒゲジロキバチのマイカンギア由来菌
株を接種して6ヶ月後に形成されたA. laevigatum の子
実体（矢印）。スケール：１cm。
Basidiocarp (arrows) of A. laevigatum produced on the
stem segment of sugi artificially inoculated with the
mycangial isolate from U. antennatus.  Scale bar = 1cm.

Fig. 11. Amylostereum属菌とマンネンハリタケ属菌の核 rDNA
の ITS-1, 5.8S と ITS-2 領域における152の最大節約系統
樹の一つ。外群はStereum annosum。太字の菌株番号
はキバチ類由来の菌株。
One of 152 most parsimonious trees based on 564 alignable
characters of ITS-1, 5.8S, and ITS-2 regions of the nuclear
rDNA of Amylostereum and Echinodontium species. The
tree is rooted to Stereum annosum. Isolates number in bold
are isolates from horntails.
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A. chailletii の ITS領域の塩基配列とマンガンパーオキシダ

ーゼ遺伝子の配列とは異なっていた（Tabata et al., 2000）。

これはSlippersらの報告（2000）と一致していた。アメリ

カヒノキキバチは、主にCupressus 属やネズミサシ属のヒ

ノキ科樹木やセコイア属のスギ科樹木を加害し（Furniss

and Caroline, 1977）、A. laevigatum を持つニホンキバチと

ヒゲジロキバチの宿主と類似している（Table 1）。今後多

くのアメリカヒノキキバチと共生する菌類を用いてその

菌類の種を調べる必要があるが、A. laevigatumは、主にヒ

ノキ科樹木やスギ科樹木を加害するキバチ亜科のキバチ

属・ルリキバチ属昆虫と共生する菌類であり、A .

areolatum およびA. chailletii は、主にマツ科樹木を加害す

るキバチ亜科のキバチ属・ルリキバチ属・マダラキバチ

属昆虫と共生する菌類であると推察されている（Tabata

et al., 2000）。

日本とフランスにおけるA. laevigatum の ITS領域の塩基

配列はわずかに異なっていたが、これらのマンガンパー

オキシダーゼ遺伝子の配列はほとんど一致していた

（Tabata et al., 2000）。ヨーロッパのA. laevigatum は、２

つの異なるタイプ、一つはネズミサシ属樹木に発生する

タイプ（ネズミサシタイプ）、もう一つはイチイ属樹木に

発生するタイプ（イチイタイプ）に分けられる（Eriksson

and Ryvarden, 1973）。日本のA. laevigatum の標本（森林

総合研究所四国支所保管）とスウェーデンのA. laevigatum

の標本（ウプサラ大学標本館保管）を調べた結果、それ

ぞれ担子胞子が小さいネズミサシタイプであった

（Tabata et al., 2000）。宿主の違いによって担子胞子の大

きさは異なっているが、現在のところは両方のタイプを

同一種として扱わざるを得ない。これらのタイプを同一

種とするか、あるいは別種として扱うかは、今後の研究

の課題である。

トドマツノキバチ（Xoanon matsumurae Rohwer）と共

生する菌類は、A. areolatumの菌株と同一の ITS領域の塩

基配列を持っていた。また、両菌の菌叢は、最初白色、

後に褐色、綿毛状で、PDA培地上に淡褐色、厚壁、棍棒

状、先端が鋭角ないしはやや丸い棍棒状のシスチジアを

形成していた。さらに、両菌は、5-21μm×１-４μmの

分節型胞子を形成していた。これらの ITS領域の塩基配列

と培養的特性の結果から、トドマツノキバチと共生する

菌類は、A. areolatumと結論された（Tabata et al., 2000）。

Tabataらの報告（2000）が最初のキバチ亜科マダラキバ

チ属昆虫と関係する菌類に関する報告であるが、供試菌

株は１菌株であった。

III．共生菌のスギやヒノキに与える影響

日本ではニホンキバチ、ヒゲジロキバチと共生菌によ

るスギ、ヒノキの材変色が発生し、林業上重要な問題に

なっている。この材変色は、スギ・ヒノキ生立木でニホ

ンキバチとヒゲジロキバチの共生菌の作用によって起こ

ることが明らかにされている（讃井, 1986; 山田・奥田,

1987; 佐野ら, 1995; Tabata and Abe, 1997; Tabata and Abe,

1999）。また、材変色は、スギ・ヒノキ伐倒木では生じな

いことが判っている（周藤, 1994; 福田, 1999）。

ニホンキバチやヒゲジロキバチは、産卵する際にス

ギ・ヒノキ生立木の材内に共生菌を持ち込む。その後、

共生菌は木部柔細胞内に侵入し、柔細胞を変性させる

（坂井ら , 1999）。川崎ら（1996）は、ニホンキバチの

強制産卵により生じたスギ変色材について木部の水分

通導性が失われることを報告した。強制産卵では変色

により失われた通導面積が、最大でも断面積の 20％強

と大きくなく、直ちに樹木に水ストレスや成長低下を

もたらさないと考えられた。次に、ニホンキバチやヒ

ゲジロキバチが大発生した際に、変色が樹幹に集中し

て発生し、被害木に枯死や成長低下を起こすかどうか

を検証するため、田端（2002）は、スギ 13年生と 27年

生の樹幹２断面の全周にニホンキバチ共生菌を人工接

種し、生立木の枯死の有無や直径成長を調べた。その

結果、スギに枯死が認められず、培養楊枝を接種した

個体（以下、菌接種）、滅菌楊枝を接種した個体（以

Fig. 12. Amylostereum 属菌とマンネンハリタケ属菌のマンガ
ンパーオキシダーゼ A のエキソンにおける 2 の最大
節約系統樹の一つ。外群は Bondarzewia montana
peroxidase 2 と B. montana peroxidase  B。太字の菌株番
号はキバチ類由来の菌株。
One of two parsimonious trees based on 410 characters of
exons of a partial sequence of manganese-dependent
peroxidase A of Amylostereum and Echinodontium species.
The trees is rooted to Bondarzewia montana peroxidase 2
and peroxidase B sequences. Isolate numbers in bold are
isolates from horntails.



下、楊枝接種）、何も接種していない個体（以下、コント

ロール）の成長率に有意な差は検出されなかった。また、

スギ13年生と27年生における肥大成長過程や仮道管数は、

菌接種、楊枝接種、コントロールで差が認められなかっ

た。この試験では樹幹２断面の全周に対して接種を行い、

大きな円形の変色域を形成させた後、直径成長への影響

を検討している。自然状態ではこのように大きな変色域

を形成する変色が発生することは少ないように思われる。

しかし、ニホンキバチやヒゲジロキバチが大発生した際

には、変色が樹幹に部分的に集中して発生する可能性は

否めない。今後はニホンキバチの共生菌を接種したヒノ

キ生立木に対して直径成長を検討することが望ましいが、

樹幹２断面の全周に対してニホンキバチの共生菌を接種

したスギ生立木では直径成長への影響はほとんどないと

考えられる。

ニホンキバチやヒゲジロキバチの共生菌のスギやヒノ

キの材片に対する接種では重量減少が認められず、本菌

は、木材腐朽力がないと考えられる（田端・阿部, 1999;

田端, 2002）。一方、共生菌が木材強度に及ぼす影響で、

藤原ら（2001）は、A. laevigatumの腐朽力に関連したスギ

やヒノキの強度的性質を調べた。その結果、変色材と非

変色材で縦圧縮強さ、曲げ強さ、曲げヤング係数、およ

び引張り強さに有意な差は認められなかった。変色材の

強度的性質については、稲田ら（2002）も同様の試験を

行ったが、変色材と非変色材で曲げ強さと曲げヤング係

数に有意な差は認められていない。また、野外における

被害木より採取した小試験体でも、変色材と非変色材で

曲げ強さと曲げヤング係数に有意な差は認められていな

いことから（奥田・野々田, 1994; 加藤・大場, 2000;

宮田, 2001; 村上・大長光, 2002）、ニホンキバチ、ヒ

ゲジロキバチとA. laevigatumによるスギ・ヒノキ変色材の

強度は、非変色材と差がないと考えられる。以上のこと

から、ニホンキバチ、ヒゲジロキバチとA. laevigatumによ

るスギ・ヒノキ変色材は、強度的にほとんど問題がない

ことが明らかになっている。

IV．今後の課題

ニホンキバチ、ヒゲジロキバチと共生してスギ・ヒノ

キ生立木に材変色被害を起こす共生菌の種の分子系統を

調べた結果、ニホンキバチ、ヒゲジロキバチおよびアメ

リカヒノキキバチの共生菌は、同じ種類であり、他のキ

バチ類の共生菌より近い関係にあることが明らかになっ

ている（Tabata et al., 2000）。キバチ亜科昆虫と共生する

菌類は、Amylostereum 属菌に限られている（Gaut, 1970;

Tabata and Abe, 1997; Tabata and Abe, 1999 ; Tabata

et al., 2000）。今後、キバチ亜科昆虫と関係する菌類の分

子系統解析をさらに詳しく進めることで、キバチ亜科昆

虫、本昆虫の共生菌、本昆虫の加害樹種の３者間の相互

関係が明らかになり、昆虫、菌類、樹木の共進化に関す

る議論ができるのではないかと思われる。

ニホンキバチやヒゲジロキバチの体内に保持されてい

たA. laevigatumは、産卵の際に枯死木や伐り捨て間伐木に

持ち込まれる。持ち込まれた菌は、材内で広がり、幼虫

はその菌を利用して成長すると考えられている（Kukor

and Martin, 1983）。その後、その菌はマイカンギアに取

り込まれ、再び産卵の際に新たな枯死木や伐り捨て間伐

木に持ち込まれると考えられる。一方、材内に広がった

菌は、その後枯死木や伐り捨て間伐木上に子実体を形成

する場合がある（Tabata and Abe, 1997; Tabata and Abe,

1999）。子実体を形成することが頻繁でないため、子実体

の担子胞子の飛散による被害の拡大は限られていると考

えられる。以上のことから、A. laevigatumとニホンキバチ
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Table 1. キバチ亜科昆虫とその共生菌および主要加害樹種
Hosts, horntails, and their symbionts.

キバチ亜科昆虫　　　　　　　　　　　共生菌　　　　　　　主要加害樹種　　　　　 引用文献

属　　　　　種（和名または学名）

ルリキバチ属 ノクチリオキバチ Amylostereum areolatum ラジアータマツ Gaut, 1969

ルリキバチ属 ニトベキバチ＊ Amylostereum areolatum アカマツ、クロマツ Gaut, 1970; Terashita, 1970

ルリキバチ属 コルリキバチ＊ Amylostereum areolatum マツ科樹木 Gaut, 1970

ルリキバチ属 アメリカルリキバチ Amylostereum chailletii マツ科樹木 Gaut, 1970

ルリキバチ属 アメリカヒノキキバチ Amylostereum laevigatum スギ科・ヒノキ科樹木 Tabata et al., 2000

キバチ属 ニホンキバチ＊ Amylostereum laevigatum スギ、ヒノキ Tabata and Abe, 1997

キバチ属 ヒゲジロキバチ＊ Amylostereum laevigatum スギ、ヒノキ Tabata and Abe, 1999

キバチ属 モミノオオキバチ Amylostereum chailletii マツ科樹木 Gaut, 1970

キバチ属 カリフォルニアキバチ Amylostereum chailletii マツ科樹木 Gaut, 1970

キバチ属 Urocerus augur augur Amylostereum chailletii マツ科樹木 Gaut, 1970

キバチ属 Urocerus augur sah Amylostereum chailletii マツ科樹木 Gaut, 1970

マダラキバチ属 トドマツノキバチ＊ Amylostereum areolatum マツ科樹木 Tabata et al., 2000
＊：日本に生息することが報告されているもの（竹内, 1962）
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およびヒゲジロキバチは、相互に必要不可欠な関係であ

ると考えられる。しかし、このような関係の中で材内で

の共生菌の繁殖様式、ニホンキバチやヒゲジロキバチの

体内に共生菌を取り込む機構などは未解明な点が多く、

今後の研究が期待される。
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